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同
窓
会
の
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
健

や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
日
頃
は

同
窓
会
の
運
営
に
ご
理
解
ご
支
援
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年

も
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
の
お
か

げ
で
例
年
通
り
同
窓
会
会
報
を
発
行
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

わ
が
母
校
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
て
各
大
会
で
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。
同
窓
会
長
の
私

と
し
て
嬉
し
く
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
信
大
会
が
令
和
６
年
５
月
に
松
本

筑
摩
高
校
の
西
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
．
そ
の
中
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ン

グ
ル
ス
は
、
男
子
女
子
共
に
１
位
～
３

位
を
独
占
し
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し

て
圧
勝
し
ま
し
た
．
そ
し
て
卓
球
も
、

男
子
団
体
で
は
１
位
を
取
り
男
子
個
人

で
３
位
そ
し
て
女
子
個
人
で
は
２
位
と

日
頃
よ
り
、
母
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を

賜
り
、
心
よ
り
御
礼
中
し
ヒ
げ
ま
す
ｃ

現
在
、
長
野
県
の
県
立
高
校
で
は
、

各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
、

多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。
本

校
に
お
き
ま
し
て
も
、
生
徒

人^
ひ
と
り

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
学
び
方
に
応
じ
た

柔
軟
で
多
様
な
教
育
を
目
指
し
、
定
時

ス
ボ
ー
ツ
授
業
の
成
果

同
窓
会
会
長
　
片

所

恒

夫

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
ｃ

長
野
県
大
会
で
は
令
和
６
年
６
月
に

お

い
て
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
２
位
、
女
子
も
１
位
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
ー
位
２
位
と
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
も

２
位
上
位
を
独
占
し
て
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

全
国
大
会
で
は
軟
式
野
球
が
東
京
都

明
治
神
宮
野
球
場
で
８
月
に
行
わ
れ
惜

し
く
も
１
回
戦
敗
退
、
卓
球
で
は
男
子

団
体
２
回
戦
敗
退
、
女
子
個
人
で
は
１

回
戦
敗
退
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
小
田
原

ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
７
月
に
行
わ
れ
、

男
子
団
体
２
回
戦
敗
退
男
子
個
人
２
、

３
回
戦
敗
退
、
女
子
団
体
１
回
戦
敗
退
、

女
子
個
人
２
回
戦
敗
退
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
平
塚
ア
リ
ー
ナ
で
７
月
に
行
わ

れ
、
女
子
３
位
と
善
戦
し
て
各
競
技
が

終
わ
り
ま
し
た
。
や
は
り
全
国
は
レ
ベ

ル
が
高
い
み
た
い
で
す
。
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
来
年
に
向
け
て
練
習
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
ｃ
私
も
母
校
で
、
神
宮

球
場
で
行
わ
れ
た
野
球
の
全
国
大
会
に

出
場
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
１
回
戦
敗

退
で
し
た
。
今
で
は
よ
き
想
い
出
で
あ

り
ま
す
。

北
信
越
で
は
、
金
沢
市
営
浅
野
川
市

民
体
育
館
で
、
令
和
６
年
１０
月
１９
日
、

２０
日
に
お
い
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
団

体
で
優
勝
、
男
子
個
人
優
勝
、
２
回
戦

敗
退
、
女
ｒ
団
体
３
位
、
女
子
個
人
で

１
回
戦
敗
退
、
卓
球
で
は
男
子
団
体
準

優
勝
、
女
子
団
体
４
位
、
女
子
個
人
１

回
戦
敗
退
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
女
子

優
勝
、
軟
式
野
球
は
１
位
と
い
う
結
果

筑
摩
高
校
の
特
色
化
に
向
け
て

校

長

中

島

秀

明

制
課
程

（午
前
部

。
午
後
部

・
夜
問
部
）

お
よ
び
通
信
制
課
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
教

育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
学
び
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
ｃ

特
に
近
年
で
は
、
全
国
的
に
通
信
制

高
校
や
通
信
制
課
程
を
選
択
す
る
生
徒

が
増
加
し
て
お
り
、
本
校
通
信
制
課
程

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
日
に
お
い
て

よ
く
頑
張
り
ま
し
た
ね
。

中
信
大
会
は
、
松
本
筑
摩
高
校
で
令

和
６
年
Ｈ
月
２
日
に
行
わ
れ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
１
位
～

３
位
と
ま
た
も
や
独
占
し
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
で
も
１
位
、
２
位
と
卓
球
で
も

男
′■
個
人
１
位
、
２
位
、
３
位
、
女
了

個
人
で
も
１
位
、
２
位
、
こ
ち
ら
も
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
実
に

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

嬉
し
く
各
大
会
の
成
績
を
並
べ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ

い
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の

ご
活
躍
と
共
に
松
本
筑
摩
高
校
の
発
展

を
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
．
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で
も
、
例
年
を
上
回
る
多
く
の
新
人
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ぶ

意
欲
に
あ
ふ
れ
る
生
徒

一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
安
心
し
て
学
習
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
教
職
員
が

一
丸
と
な

っ
て

支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
通
信
制
課
程
を
自
ら
選
び
、
主
体

的
に
学
ぼ
う
と
す
る
生
徒
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
、
学
び
の
多
様
性
と
現
代
教

育
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

ま
た
、
午
前
部

・
午
後
部
に
お
き
ま

し
て
は
、
令
和
８
年
度
よ
り

「学
期
ご

と
の
単
位
修
得
」
が
可
能
と
な
る
教
育

課
租
編
成
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
既
存
の
単
位
制
の
良
さ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
生
徒
が
自
分
の
ベ
ー

ス
で
学
び
を
着
実
に
積
み
重
ね
る
こ
と

が
で
き
る
、
柔
軟
な
仕
組
み
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
に
あ
た

っ
て
は
、
福
井
県

お
よ
び
富
山
県
の
定
時
制

。
通
信
制
併

置
校
を
視
察
し
、
先
進
的
な
実
践
や
支

援
の
あ
り
方
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
午
前
部

。
午
後
部
で
は
、

通
信
制

の
生
徒
も
参
加
し
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

・
大
森

千
寿
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
一
挑

戦
と
解
放
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
絵
の
具
を
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
に

つ
け
て
大
き
な
紙
の
上
に

「今
の
自
分

の
心
」
を
自
由
に
表
現
す
る
こ
の
体
験

は
、
生
徒
に
と

っ
て
日
常
の
枠
を
超
え

た
自
己
表
現
の
場
と
な
り
ま
し
た
．
自

ら
の
内
面
と
向
き
合
い
、
心
の
中
に
あ

る

「枠
」
が
少
し
取
り
払
わ
れ
る
よ
う

な
、
貴
重
な
時
間
と
な

っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
同
様

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ツ
プ

を
、
今
年
度
は
夜
間
部
で
も
実
施
し
ま

し
た
ｃ

本
校
は
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒

一
人
ひ

と
り
の
日∫
能
性
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歩
み
を
大
切
に
し
た
学
び
の
場
を

提
供
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
．
今
後
と

も
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

告
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
よ

り
お
祈
り
中
し
Ｌ
げ
ま
す
。

校長室ソファー (1参復後 )

1.入学式
定時制  4月 フ曰
入学生 定時制

通信制  4月 20日
入学生 通信制

役員会・55固定期総会
6月 21日 (土)午後 4時 30分より

「GN∪ (ヌー)」
参力B者 15名

母校支援事業

校内環境整備、生徒会・クラブ活動支援、進路

指導支援、HP更新・維持管理、校内 LAN維持
管理、校長室ソファー修復及び座面張替え 等

通信制前期卒業式

9月 30日 (火 )
通信制後期入学式

10月 1日 (水 )

第 54回定時制通信制生徒生活体験発表大会
(県大会 )

10月 4日 (土)会 場 (篠ノ丼交流センター)
同窓会報第 55号発行
2月 27日 (金 )
卒業証書授与式

3月 2日 (月 )

3.

4.

5.

6.

7.

8.

2.

(月 )

午前部

午後部

夜間部

合 計
(日 )

60メ、

29メ、

3人
82メ、

92ノ人

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

令 和|四年度 |

同 窓 会 役 員 名 簿

役職名 氏   名

理  事 今 溝 京 子

理  事 中 山 京 」4

理  事 望 月 一 将

理  事 赤 羽   徹
理  事 」ヽ 穴   輝
理  事 「可 吉『 功 祐

理  事 山 本 和 輝

役職名 氏   名

監  事 北 林 侑 土

理  事 丸 山 幹 雄

理  事 金 井 栄 子

理  事 宮 田   隆
理  事 本 ¬ 敦 彦
理  事 上 原 靖 一

理  事 勇原

役職名 氏   名

顧  問 古 町 信 也

顧  問 小笠原 力 男
会  長 片 所 恒 夫
副 会 長 河 内 國 治

副 会 長 大 原   篤
会  計 小 松 英 り|

監  事 宮 下   覚

楊 彎 |||||｀
L■

,‐ ..■ ■ |  =

令和 7年度 同1窓会1事1業報告|
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１
位

１
位
２
位
３
位

１
位

０
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

上
田
高
等
学
校
、
上
田
千
曲
高
等
学

校
、
古
戦
場
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（６
月
１４
日
）

●
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

男
子
　
３
位

女
子
　
１
位

（出
場
―
チ
ー
ム
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（出
場
１
チ
ー
ム
）

男
子
　
１
位

女
子
　
１
位

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

小
山
　
直
輝
　
ベ
ス
ト
４

●
卓
球
男
子
　
１
位

（出
場
１
チ
ー
ム
）

男
子
個
人
　
一局
橋
　
宏
太
　
　
１
位

富
下
　
智
久
　
ベ
ス
ト
４

女
子
個
人
　
佐
々
木
　
花
菜
　
４
位

０
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

●
軟
式
野
球

明
治
神
宮
野
球
場
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
公
園
硬
式
野
球
場
、
江
戸
川
区

野
球
場
、
八
王
子
市
民
球
場

（８
／
２。
～
８
／
２３
）

対
　
星
援
国
際

（東
京
）１
回
戦
敗
退

●
卓
球
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
公
園
総
合
運
動
場

【屋
内
球
技
場
】

（８
／
５
～
８
／
７
）

男
子
団
体

松
本
筑
摩
　
　
　
　
１
回
戦
敗
退

男
子
個
人

高
橋
　
宏
太
　
　
　
３
回
戦
敗
退

宮
下
　
智
久
　
　
　
２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

佐
々
木
　
花
菜
　
　
１
回
戦
敗
退

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

神
奈
川
県

一
小
田
原
ア
リ
ー
ナ

（８
／
‐９
～
８
／
２２
）

男
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
２
回
戦
敗
退

女
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
ベ
ス
ト
４

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

神
奈
川
県
一ひ
ら
つ
か
サ
ン
・ア
リ
ー

ナ
、
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚

総
合
体
育
館

（８
／
５
～
８
／
９
）

男
子
　
　
予
選
り
―
グ
敗
退

女
子
　
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ー
回
戦
敗
退

●
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
総
合
運
動
場

（７
／
３‐
～
８
／
３
）

女
子
　
　
１
回
戦
敗
退

０
北
信
越
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

福
井
県

福
井
市

（
‐０
／
‐８
～
‐０
／
‐９
）

●
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

（福
井
県
立
道
守
高
校
体
育
館
）

女
子
　
　
優
勝

０
中
信
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

松
本
筑
摩
高
等
学
校
西
体
育
館

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

小
山
　
直
輝

小
口
　
塑
嵐

小
松
　
翼

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

新
谷
　
七
希

赤
津
　
舞
波

●
卓
球
男
子
団
体
　
松
本
筑
摩

（出
場
１
校
）

男
子
個
人

高
橋
　
宏
太

大
月
　
風
弥

長
島
　
珀墓
心

女
子
個
人

佐
々
木
　
花
菜

（
５
月
２４
日
）

１
位
２
位
３
位

２
位
３
位

バドミントン男女 全国大会

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（セ
ー
レ
ン
ド
リ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
）

男
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
　
優
勝

男
子
個
人

小
山
　
直
輝
　
　
２
回
戦
敗
退

●
卓
球

（セ
ー
レ
ン
ド
リ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
）

男
子
団
体

長
野
県
選
抜

男
子
個
人

高
橋
　
宏
太

富
下
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久

女
子
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体

長
野
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女
子
個
人
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々
木
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１
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戦
敗
退

●
バ
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ー
ボ
ー
ル

（福
井
西
体
育
館
）

男
子
　
　
　
優
勝
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長
野
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抜
　
優
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●
軟
式
野
球
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レ
ン
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
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長
野
県
選
抜
　
　
ベ
ス
ト
４

０
中
信
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等
学
校
定
時
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通
信
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秋
季
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育
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本
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摩
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等
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ド
ミ
ン
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子
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ル
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輝
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口
　
塑
嵐

水
野
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子
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ス

新
谷
　
七
希

赤
津
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）

３
位

３
位
１
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敗
退

３
位

１
位
２
位
３
位

１
位
３
位

●
卓
球
男
子
個
人

高
橋
　
宏
太

丸
山
　
直
人

長
島
　
珀墓
心

●
中
信
地
区
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
生
徒
　
生
活
体
験
発
表
大
会

日
時
　
令
和
７
年
９
月
４
日

（木
）

会
一場
　
塩
尻
市
文
化
会
館
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル

最
優
秀
賞

深
渡
　
美
奈

「認
め
る
生
き
方
」
（通
信
制
）

県
大
会
　
優
良
賞

優
秀
賞
植
木
　
春
花

「過
去
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
」

（午
前
部
）

県
大
会
　
審
査
員
特
別
賞

中信地区高等学校定時制通信制生徒
生活体験発表大会表彰

321
位 位 位



令和 8年 3月 1日 松本筑摩高等学校同窓会報 No 55 (4)

1.総 括

2.収 入

3.支 出

令和6年度 長野県松本筑摩高等学校同窓会 一般会計決算書

収入決算額  2,227,721円
支出決算額   613,870円
差弓1残 額  1,613,851円 (令和7年度へ繰越)

(単位 :円 )

(単位 :円 )

予 算 現 額
収入済額

(B)

増 減

(B)― (A)
備 考

款 項 目 当 初
補正

流用

計

●

節

区  分 金  額
1入会金

01入会金

01定時制

0 14,000

14,000

214,000 214000 6.000

210000 210.000 01′「前・午後剖
`

210,000 216000

“

2 000 11J X 108人

4,000 4,000 02夜間部 4000 4000 0 に 2()()()円 × 2人
02通信制 134000 134000 142000 8000

128000 128,000 01通信制 128000 130,000 C2.000円 × 65人

02桐教室 12,00() @2,000円 × 6人

)2会費 910,000 0 910000 850,000 ▲ 6()0()0

01会費 910,000 910,000 850,000 どヽ 60,000

01定時制 530,000 530,000 670、 000 ]40,000

500,000 01午前 午後部 500,000 640,000 110000 C10000円 × 64人

02夜間部 30000 0 C10.000円 × 3人
02通信制 380,000 380,000 0 通信制 180.000 △ 200,000 Cl(),0()()円 × 18人

)3雑 1又入 1雑収入 l雑 1文人 0 雑1又入 75104 74,721 預金利′□、

D4繰越金 1繰越金 Dl繰越金 940.617 940.617 0 繰越金 940617 940,617 0 令和 5年度から

D5繰人金 1繰人金 01繰入金 0 0 0 繰入金 0 0

2.199,000 0 2199000 941,000 2.227.721 28,721

11 予 算 現 額
支出済額

(B)

残 額
(A)― (B)

備  考
款 項 目 当 初

補正

流用

計

(A,

節

∫ス 分 金 額

01運営費 305000 101,714 203,286

1運営費 305000 101714

01会議費 110000 110,000 84,660 25400

100()()0 100,000 11需用費 100000 84660 15,400 総会会議費

10()()0 10,000 14使用|よび賃借料 10000 0 10000

02事務費 195000 195,000 17,114 177.886

25,000 Э9旅費 25,000 19.000 監査幹事旅費

30,000 10交際費 0 30,000

50,000 11需用費 0

90,000 12役務費 90,000 11114 78,886 切手代 等
Э2事業費 780,000 15,000 507,156 287,844

01事業費 780000 15,000 507156 287,844

1会報編集費 200000 110,880 89,120

15(),()()() 150,000 11需用費 ]50,000 83.120 同窓会報

12役務費 50000 広告掲載料

02支 l・活動費 50,000 50,000 19負 ll金補助及び交ll金 50,000 0 50,000

03組織活性
化対策費

0 80,000

30,000 D9旅費 30,000 0

50,000 11需用費

04学校活動
助成費

15,000 465000 68,724

130,000 130,000 D8報償費 130,000 123.586 6,414 スクールカウンセラー報酬

170,000 15,000 185000 11需用費 185,000 172,690 12,310 入学式卒業式生花、卒業証書ファイル

15(),()()() 150000 1,負 ll全常助lび交‖全 150,000 100,000 くれき野祭生徒会助成金

D3繰出金 01繰出金 I繰出金 0 0 28繰出金 0 0

)4予備費 01予備費 1予備費 1,114000 ▲ 15000 1,099,000 29予備費 1,099,000 1,094,000 進路ガイダンス参11、 同窓上旅費

2199000 0 2,199,000 613,870 1.585,130



(5)令和 8年 3月 1日 松本筑摩高等学校同窓会報 No 55

1.総 括

令和7年度 長野県松本筑摩高等学校同窓会 一般会計予算書

収入決算額  2,788,000円
支出決算額  2,788,000円
差 引 残 額 0円

(単位 :円 )

(単位 :円 )

入収
９

“

出支
２
０

科 日 令和 7年度
予算額(A)

令和 6年度
予算額(B)

比較増減

(A)― (B)
備  考

款 項 目 区  分 金  額

1入会金 △ 14,000

01入会金 334000 348000 ▲ 14,000

01定時制 180,000 214,000 △ 34,000

174000 21()()00 △ 36,000 1午前・午後部 174,000 02.000円 ×87人

6,000 D2夜 FHl部 ● 2000「 Fl×  3メ、

02通信制 154.000 13.10()() 20000

]42000 128000 11000 l j腱 1壽市」 142000 ● 20001刊 × 71メ、

120()0 Э21・ l教室 12000 C2,000円 × 6人

02会費 910000 △ 70.000

1会費 910000 △ 70,000

01 定Πtt ll」 530000 110000

600,000 100000 01午前・午後部 010,000円 × 60人

40000 10000 02夜間部 ●10,000 HJ× 4人

02通信IJ 380,0001 △ 180,000 0 通信制 C10,000円 × 20人

03雑 1文人 1 キ[1文メ、 1雑 1又入 383 1      ∠ヽ 234 0 雑J又入 TH金利虐、

04繰越金 1繰越金 1繰越金 1613851 910617 (,7323.1 0 繰越金 1613851 令和 6年度から

05繰入金 1繰入金 1繰入金 0 0 0 0 繰入金

計 2788000 2199000 589000

が́ 目 令和 7年 度

予算額IA)
令和 6年度
]'算額(B)

比較増減

(A)― (B)

節
備  考

款 項 目 区   分 金  額

)1運営費 305000 0

01運営費 0

01会議費 110000 1100()0

100000 100000 0 11需用費 100000 総会経費等

1()()()() 10.000 0 14使用十及び賃借ll 10,000

02 Ji務 費 195,000 195000 0

0 Э9旅費 役員旅費

30000 0 10交際費 慶弔費等

500()0 0 11需用費 50000 消耗品代

90000 90,000 0 12役務費 通信料等

02事業費 1130000 780000 350000

01事業費 1130000 780,000

01会報編集費 0

150000 150000 0 11需用費 150000 同窓会報

50000 50000 0 12役務費 広告掲載利

02支部活動費 0 19負担金補助及び交刊金 支部活動助成金

03組織活性化
対策費

80,000 0

3().0()0 0 09旅費 支部活1■化対策会議

0 11需用費 50,000 支部活性化対策会議

04学校活動助
成費

350,000

130.000 0 08報債費 130000 スクールカウンセラー華t酬 |

520000 70000 11需用費 卒業証書ホルダー、校長室応接椅千1'結寺

150,000 0 19負担金補助及び交付金 ]50,000 くれき野祭・生徒会助成金

渇繰出金 01繰出金 Dl繰 出金 0 0 0 28繰出金 0

D4予備費 01予備費 31予備費 1353.000 1114000 239.000 29〕
'備費

1353.000

計 _7788000 2199.000 589000



令和 8年 3月 1日 松本筑摩高等学校同窓会報 No 55 (6)

進 学

大 一字 7 0 2 9

短 期 大 学 1 0 2 3

専門・各種 17 0 9 26

計 25 0 13 38

就  職

県  内 13 2 7 22

県  外 1 0 4 5

公 務 員 0 0 0 0

計 14 2 27

卒業人数 (予定 ) 59 4 52 115
*就職は就業場所で計上。

(順不同 )午前部 午後部 =前後、夜間部 =夜間、通信制 =通信

前後 :カンロ株式会社 松本工場、セントラルフーズ株

式会社、信州名鉄運輸株式会社、株式会社 五千尺、有

限会社 本郷鶏肉、安保塗装株式会社、松本ハイランド

農業協同組合、東邦電気株式会社 長野工場、社会福祉

法人サン・ビジョン、株式会社 セラヴィリゾート泉郷

(∧MB ENT安曇野)、 株式会社 矢島、日栄商事株式会
社、アートセッティングデリバリー株式会社

夜間 :イ言越ポリマー株式会社、株式会社 ハーモニック・

ドライブ システムズ
通信 :山高味0曽株式会社、丸信化工株式会社、降旗自

動車株式会社、株式会社 不□光電子、株式会社 エクセル、

株式会社 コンフォール、東名化成株式会社、くら寿司

株式会社、株式会社 ショフリュー東日本支社、日本ク

□―ジヤー株式会社 」ヽ牧工場、株式会社 メトロポリ

タン長野

進 学 先

【大学】

前後 :長野大学、松本大学、清泉大学、長野保健医療大学、びわこ学院大学

通信 :武蔵野学院大学、放送大学

【短期大学】

前後 il_本大学松商短期大学部

通信 :大月短期大学、東京立正短期大学

【専門学校・各種学校 l

前後 :l■本技術専門校、上松技術専門校、信州松本動物専P冒学校、松本情報工科専門学校、大原スポーツ公務員専門学校松本校、松本理容美容専門学校、

日本工学院八王子専門学校、専門学校 ESPエ ンターテイメント東京、新潟国際自動車大学校、新潟農業 バイオ専門学校、国際映像メディア
専門学校、名古屋スイーツ&カ フェ専門学校、高崎動物専門学校

通信 :松本調理師製菓師専門学校、大原ビジネス公務員専門学校松本校、エプソン情報科学専門学校、日本工学院八王子専門学校、 トヨタ東京自動
車大学校、東洋美術学校、日本外国語専門学校、埼玉歯科技工士専門学校、鯉渕学園農業専門学校

注 1

注 2

注 3

発行期限を経過したものについては、 IE明書の発行はで

きません。ただし、発行期限経過で証明書の発行ができ

ない場合、希望により、無料で「証明書を発行できない

旨の証明書Jを発行します。詳細は事務室にお問い合わ
せください。

大学・専修学校等の出願書類として必要の方で、期限を

過ぎている場合は出願先に問い合わせて指示を受けてく

ださいっ

証明書は、卒業時の氏名での発行になります。姓がかわっ

た場合でも、新しい姓で証明書を発行することはできま

せんのでご了承願います。

所定の証明書交付申請書に必要事項を記入の 卜、事務室

に提出してください。

*FAX、 メール、郵送 nl
*中請書の様式は学校ホームページからダウンロー ドで

きます。

(2)発 行手数料は、長野県収入証紙を購入し、申請時に事務
室に提出してください。

鰺長野県収入証紙を購入できる場所は、長野県公式ホームペー

ジで閲覧できます。

聰県外にお住まいの方など長野県収入証紙を購入できない方

は、郵便局で定額小為替を購入し、証紙に替えて提出して

ください。 (定額小為替の発行には手数料がかかります。)

隋生活保護法による保護を受けている方は、発行手数料が免

除となります。 (福祉事務所長 。同所地区担当員又は民生委

員・市町村長の証明書が必要となります。)

鸞在校生に対する証明には手数料がかかりません。また卒業

生であっても卒業した月 (通常 3月 )内は発行 手数料が
かかりません。

(2)

証明書の発行には時間を要しますので、申し込みは余裕

をもって行ってください。

手数料、送料が不足の場合は証l10書の発行はできません。

長野県松本筑摩高等学校 事務室
〒3908531長 野県松本市島立 2237

電言舌:0263-47-1351  FAX:0263-40-1521

メール chikuma― hs@preinagano lgjp

(1)

種  類 卒業後の発行期限 発行手数料 (1通 )

卒 業 証 明 書 永 年

400円成 績 証 明 書 5年

単位 修得 llI明 書 20イ |:

調 査 当
日 5年 500円

鰈 饉 鰈

進 路

午前。午後部 通信制 計

2025年度 卒業生 (2月 20日現在)

:就職内定先   (1慣不同)

1.証明書の種類、発行期限、手数料

2 申請方法および手数料の納付について

3.注 意 事 項

4 申込・問い合わせ先

贅☆☆証明書の発行について ★☆☆


